
平成２９年度 岩手県防災教育研修会 開催要項 

 

１ 趣 旨   

東日本大震災津波の教訓及び台風第10号豪雨災害などの近年の自然災害の発生状況を踏まえ、管理職を対

象とした学校防災の研修を開催することにより、学校が家庭・地域と連携し、児童生徒の生命を守り抜く学

校防災体制の確立を図る。 

 

２ 主 催 岩手県、岩手県教育委員会 

 

３ 期 日 平成２９年 ６月１３日（火）  

 

４ 会 場 サンセール盛岡（盛岡市志家町 1－10） Tel 019-651-3322  

 

５ 対 象  

 (1) 県立学校管理職 各校１名 

(2) 教育事務所から推薦を受けた市町村立幼稚園、小・中学校・義務教育学校 管理職 各校１名  

 ※別紙１を参照 

(3) 上記(2)の学校を所管する市町村防災担当職員、市町村教育委員会事務局指導主事・職員 

(4) 各教育事務所担当指導主事 

(5) 参加を希望する国立、私立学校管理職 

 

６ 日 程 

9:30 10:10    10:40              12:05           12:40             14:50          16:05 

  10:00   10:20        10:45             12:10            13:40            15:00       16:10 
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７ 研修内容及び研修講師等 

(1) 講 義 
「自然災害に対する学校危機管理について～台風第 10号の経験をふまえて～」 

岩手県総務部総合防災室防災危機管理監 西島  敦 

(2) 講 演 
「生きる力を育む防災教育の展開」 

講 師 文部科学省初等中等教育局安全教育調査官 吉門 直子 

(3) 事例発表 
「台風第 10号豪雨災害時における学校避難所運営の実際」 

岩泉町立二升石小学校 校長 石川 耕司 

(4) 

 

演習① 

「学校における避

難所運営」 

 

演習② 

「自校の学校防災

体制の課題と改善」 

「連携による学校及び地域の防災力向上に向けて」 

〈第１会場〉進 行 宮古教育事務所指導主事        小松 順一 

助言者 岩手大学地域防災研究センター客員教授 越野 修三 

〈第２会場〉進 行 県北教育事務所主任指導主事      村田  賢 

助言者 もりおか復興支援センター長      金野 万里 

〈第３会場〉進 行 県立宮古恵風支援学校教諭       柳村さやか 

助言者 岩手大学教職大学院准教授       森本 晋也 

 



 

８ 携行品 

(1) 学校安全計画 １部 

(2) 自校の危機管理対処要領（以下、危機管理マニュアル）１部 

 (3) 自校の校舎平面図 １部 

 

９ 研修受講後の取組（報告書提出）について 

  別紙２を参照願います。 

 

10 その他 

 (1) 駐車場について 

   会場の駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合いや公共交通機関の利用をお願いします。会場

の駐車場が満車の際には、近隣の有料駐車場の利用をお願いします。 

 (2) 昼食 

   希望する参加者に、700円で弁当を斡旋します。事前申込のうえ、当日受付で代金をお支払いください。 

 

 

 


